
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 小学校と中学校の接続には様々な課題がありますが、それらを解決するために、全国に
は小中一貫教育を行う小中学校が数多くあり、成果をあげています。郡山にも｢湖南小中学
校」「明健中学校区の小中学校」の２つがあります。 

国は、小中一貫教育のよさを認め、さらに取組みがスムーズに進められるよう、小中一
貫教育の学校を 1 つのまとまった学校として、昨年 6 月に正式に制度化しました。 

 

 「学校教育法の一部改正」が国会で成立し、 

平成 28 年 4 月より施行されることになりま 

した。「幼稚園」「小学校」「中学校」「高等学 

校」「中等教育学校」「特別支援学校」「大学 

及び高等専門学校」の７つの学校種のほかに、 

新たに「義務教育学校」という 

学校種が加えられました。 

 
 

項目 義務教育学校 これまでの小中一貫教育 

法律上   法的に 1 つの学校として認められる 小学校と中学校の別々の学校 

教職員数 基本的にこれまでの小中一貫教育と同じ 小学校、中学校それぞれの定数で配置 

修業年限 ９年（前期６年と後期３年の課程の区分は確保） 小学校６年 中学校３年 

教育課程 ９年間の教育目標設定 

９年間の系統性を確保した教育課程の 

編成 

小学校、中学校それぞれの教育目標設定、

教育課程を編成。教育課程の特例は申請し

て文科大臣の指定が必要 

組織 1 人の校長 

一つの教職員組織 

小学校・中学校それぞれに校長（兼務も可） 

小学校・中学校別々の教職員組織 

西田地区小中学校統合に向けて NO.3 
平成 28 年 2 月 22 日 郡山市教育委員会 



 
 
 
 
 

 

小中一貫教育の主なメリットとは、以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

義務教育学校ってどんな学校？ 

 

１ 学習内容を柔軟に計画することができ、子どもの実態に応じた９年間の学
習計画を作ることができるので、小中一貫教育での教育よりも９年間の学習
のつながりが期待できます。 

 

２ ９年間の成長をすべての先生で見守りますので、子どもの安心感がさらに
高まります。 

１ 小学校の段階から教科担任制が可能 

 (1)専門性を生かした授業が受けられる。 

 (2)学力向上が期待できる。 

 (3)小学校から中学校へのつなぎでの環境の変化に対応できる。（不登校の減少） 

２ 小学生と中学生が一緒の学校生活 

 (1)交流授業や合同行事が可能である。 

  ①中学生は教える立場から確かな学力が身に付く。 

  ②小学生は中学生から学ぶことができる。 

  ③中学生は思いやりや優しさが身に付く。 

 (2)小学生にとって目標、憧れとなる先輩が身近にいる。中学生は自分が必要とされている 

  ことが実感できる。  

 (3)部活動については小学校高学年から始めることが可能となり、活動意欲が高まる。 

子どもにとって 

 

１ PTA 組織を工夫することによって、保護者間のコミュニケーションが増え、 
中学校入学時の保護者の不安の解消につながっている。 

２ 小学校 1 年～中学校 3 年まで子どもがどのように成長していくのかの見通し 
が持てる。 

３ 中学校に入学しても、これまで教えてもらった先生が同じ学校にいることから 
 安心して相談等ができる。 

保護者にとって 

義務教育学校にすると、さらに下記のような

メリットが加わると考えています。 


